Chapter １　Sakura Michi

【指導のポイント】
・良二の生い立ちについて時系列を通して理解させる。
・ダムの建設による桜の木への影響を理解させる。
・良二の確固たる夢に向かって懸命に取り組む様子を理解させる。
[bookmark: _GoBack]・良二の桜の木への思いを理解させる。
・受け身，関係代名詞，関係副詞where, whenを用いた文を理解させる。さらに，それらを自分で用いながら表現させる。
	時間
	箇所
	指導のポイント
	主な言語材料

	1時間目
	Part 1
(pp.8-9)
	・語句の意味および発音を定着させる。
・良二の生い立ちについて理解させる。
・良二の父の思いを理解させる。
	・These words were engraved in their minds.

	2時間目
	Part 2
(pp. 10-11)
	・語句の意味および発音を定着させる。
・村人たちに平和をもたらした桜の木の存在について理解させる。
	・Many of the people who were displaced wanted to save them.

	3時間目
	Part 3
(pp. 12-13)
	・語句の意味および発音を定着させる。
・良二が，桜の木を植えるという夢を持ち，実際に2,000本以上もの木を植えたことを理解させる。
・さくら道国際ネイチャーランについて理解させる。
	・Ryoji planted a tree at the office where he worked.
・October 5th is the day when I was born.

	4時間目
	Review (p.14)

	・内容を把握させながら全文を読み，正しい答えを選択させる。
・内容を確認したうえで，本文全体の要約文を完成させる。機能面から動詞と名詞を区別する。
	

	5時間目
	Grammar & Expressions (p.15)
	・受け身，関係代名詞，関係副詞where, whenを含む表現に対し，整序問題等を通じて復習させる。
・本文で用いられた重要語法や表現を，空所問題を通じて定着させる。
	

	6時間目
	Activity
(pp. 132-133)
	・さくら道国際ネイチャーランのエントリーフォームをもとに自己紹介をする。
・グループ発表を通じて，良い点や気づいた点を討論する。
	




【観点別評価規準（案）】

	観点
	評価規準(①②③④…本文のパート番号 ●…全体を通しての規準)

	関心・意欲・態度
	●本文の朗読など，適切な音量で読もうと努めている。
●本文の内容を理解し，筆者の気持ちをくみ取ろうと努めている。
●内容の展開を理解しながら読み，読んだ内容について意見や感想を述べようとしている。

	表現の能力
	話すこと

	●本文の内容についての英問英答や，知り得た情報の英語による説明ができる。
●適切な位置に区切りを入れながら，適切な音量で本文を音読できる。
●音の脱落に注意して提示された英文を音読することができる
以下①～③は，聞くことと話すことは同時並行で習得する。
①年代の読み方や表現方法に慣れて，正しく言うことができるようになるまで何度も練習を重ねる。
②良二の生い立ちについて，音読を中心に時系列で理解させる。
③受け身，関係代名詞，関係副詞の表現に音読，リスニングの両面から慣れる。

	
	書くこと

	①受け身を含む英文を正しく書くことができる。
②関係代名詞を含む英文を正しく書くことができる。
③関係副詞when, whereを含む英文を正しく書くことができる。
●本課の内容についての英問に対して英語で答えを書くことや，知り得た情報を英語に直して書くことができる。
●受け身の文を正しく表現することができる。
●関係代名詞と関係副詞の違いに注意して，正しく表現することができる。

	理解の能力
	聴くこと
	●音声だけで本文の内容を理解できる。
●英問英答やTrue or False?に正しく答えることができる。
●年代を表す語句をしっかり聞き取ることができる。
●受け身，関係代名詞，関係副詞where, whenを含む表現の文を聞き取り，正しく理解することができる。

	
	読むこと

	●本文の内容を正確に理解することができる。
●本文の内容に関する英問を正確に理解することができる。
●数字や固有名詞を正確に読み，それをすぐに理解することができる。
●Focus on Contents，Review，Activityの設問に対し，正確に読んで口頭で答えることができる。

	言語や文化についての知識・理解
	●新出単語や熟語の意味を理解し，発音することができる。
●良二の生い立ち，庄川で起こった出来事，良二が残したものについて，正確に捉えることができる。
●良二の物語を通して，自分の生い立ちやこれからの将来像について見つめ，発表することができる。
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Chapter 2　Learning English


【指導のポイント】
・小学生からどれくらい英語学習に費やしてきたのか，具体的に授業時間数を計算させながら理解させる。
・母語の学習と外国語としての英語学習における学習時間の違いを理解させる。
・高い知性を活かして，英語でコミュニケーションがとれることを理解させる。
・英語でうまくコミュニケーションをとることができるヒントを理解させる。
・現在完了形，省略，S＋V＋Cのbe動詞以外の動詞を用いた文を理解させる。さらに，それらを自分で用いながら表現させる。
	時間
	箇所
	指導のポイント
	主な言語材料

	1時間目
	Part 1
(pp. 18-19)
	・語句の意味および発音を定着させる。
・小学生からの英語の勉強を振り返り，どのくらい身についているのか理解させる。
・英語を話す国の全ての子供たちは，6歳までに英語でうまくコミュニケーションをとることができ，才能は関係ないことを理解させる。
	・You have spent more than six years studying it.

	2時間目
	Part 2
(pp. 20-21)
	・語句の意味および発音を定着させる。
・母語に多くの時間を費やしていることについて理解させる。
・母語の学習と外国語としての英語学習において，学習時間の総量の違いを理解させる。
	・You (spend so many hours), too, in learning Japanese as your mother tongue.

	3時間目
	Part 3
(pp. 22-23)
	・語句の意味および発音を定着させる。
・高い知性を通して，英語でコミュニケーションを短時間でとれることを理解させる。
・確実に英語でうまくコミュニケーションをとることができるヒントを理解させる。
	・It seems impossible for you to learn to communicate in English.

	4時間目
	Review (p.24)

	・内容を把握させながら全文を読み，正しい答えを選択させる。
・内容を確認したうえで，本文全体の要約文を完成させる。機能面から動詞と名詞と副詞を区別する。
	

	5時間目
	Grammar & Expressions (p.25)
	・現在完了形，省略，S＋V＋Cのbe動詞以外の動詞を含む表現に対し，整序問題等を通じて復習させる。
・本文で用いられた重要語法や表現を，空所問題を通じて定着させる。
	

	6時間目
	Activity
(pp.134-135)
	・英語学習のアプリ広告から必要な情報を読み取る。
・グループ発表を通じて，一番良くて使いたいものを意見交換する。
	





【観点別評価規準（案）】

	観点
	評価規準(①②③④…本文のパート番号 ●…全体を通しての規準)

	関心・意欲・態度
	●本文の朗読など，適切な音量で読もうと努めている。
●本文の内容を理解し，筆者の気持ちをくみ取ろうと努めている。
●内容の展開を理解しながら読み，読んだ内容について意見や感想を述べようとしている。

	表現の能力
	話すこと

	●本文の内容についての英問英答や，知り得た情報の英語による説明ができる。
●適切な位置に区切りを入れながら，適切な音量で本文を音読できる。
●音の脱落に注意して提示された英文を音読することができる
以下①～③は，聞くことと話すことは同時並行で習得する。
①数えられる名詞や数えられない名詞に慣れて，正しく言うことができるようになるまで何度も練習を重ねる。
②英語学習時間について，音読を中心に時系列で理解させる。
③現在完了形，省略，S＋V (be動詞以外の動詞)＋Cの表現に音読，リスニングの両面から慣れる。

	
	書くこと

	①現在完了形を含む英文を正しく書くことができる。
②省略されている語を見つけ，正しく表現することができる。
③S＋V (be動詞以外の動詞)＋Cを含む英文を正しく書くことができる。
●本課の内容についての英問に対して英語で答えを書くことや，知り得た情報を英語に直して書くことができる。

	理解の能力
	聴くこと
	●音声だけで本文の内容を理解できる。
●英問英答やTrue or False?に正しく答えることができる。
●数えられる名詞や数えられない名詞をしっかり聞き取ることができる。
●現在完了形，省略，S＋V＋Cのbe動詞以外の動詞を含む表現の文を聞き取り，正しく理解することができる。

	
	読むこと

	●本文の内容を正確に理解することができる。
●本文の内容に関する英問を正確に理解することができる。
●数字や名詞を正確に読み，それをすぐに理解することができる。
●Focus on Contents，Review，Activityの設問に対し，正確に読んで口頭で答えることができる。

	言語や文化についての知識・理解
	●新出単語や熟語の意味を理解し，発音することができる。
●母語ではなく，外国語としての英語学習に関する現状と，勉強のヒントについて正確に捉えることができる。
●英語学習について，自分のこれまでの取り組みを振り返り，これからどのように取り組むのか方針を定め，発表することができる。
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Chapter 3　 Interview with Rosa Parks

【指導のポイント】
・ローザ・パークスがどのような行動を取り，その結果どのようなことが起こったかを読み取らせる。
・ アメリカ南部における人種差別の歴史的事実について学んだ上で，ローザ・パークスやキング牧師たちの行動が，アメリカ社会においてどのような意味を持ったかを理解させる。
・SVOC，不定詞の受け身，疑問詞＋to不定詞，関係代名詞whatを用いた文を理解させる。さらに，それらを自分で用いながら表現させる。
・ 子音の脱落や日本語のラに近い音（母音に挟まれた[t] の音）を理解させる。また[t] の脱落（母音またはl の間にある[t]）にも注意させる。
	時間
	箇所
	指導のポイント
	主な言語材料

	1時間目
	Part 1 (pp. 28-29)
	・語句の意味だけでなく，発音・アクセントを発音記号と共に定着させる。
・ローザ・パークスがバスの中でどのような体験をし，何を決断したかを読み取らせる。
	・if there were more black people
・give up their seats
・the driver noticed a white man standing
・told the four black people to stand up

	2時間目
	Part 2 (pp. 30-31)
	・語句の意味だけでなく，発音・アクセントを発音記号と共に定着させる。
・ローザ・パークスの事件が社会にどのような影響を与えていったかを読み取らせる。
	・remember feeling anger
・I did not want to be treated
・accelerated the movement to stop segregation


	3時間目
	Part 3 (pp. 32-33)
	・語句の意味だけでなく，発音・アクセントを発音記号と共に定着させる。
・ローザ・パークスやキング牧師たちの運動が1965 年にどのように実ったかを読み取らせる。
	・I was very impressed
・I don’t know what to say
・make a difference
・lasted for more than three days

	4時間目
	Part 4 (pp. 34-35)
	・語句の意味だけでなく，発音・アクセントを発音記号と共に定着させる。
・ローザ・パークスへのインタビューを通して，彼女が若者たちに与えたメッセージを読み取らせる。
	・stop being prejudiced against other people
・the things which they can do
・even if they have some serious problems
・a woman who stood up for what she believed in

	5時間目
	Review (p. 36)
	・本文に登場する単語の定義づけを通じて，英語を英語で考える基礎固めとする。
・本文の再読を通じて，単語単位の読みからフレーズ単位への読みへの移行を図る。
・空所を埋めながら，本文内容の再確認と要約問題に慣れさせる。
	

	6時間目
	Grammar & Expressions (p.37)
	・SVOC，不定詞の受け身，疑問詞＋to不定詞，関係代名詞whatを含む表現に対し，整序問題等を通じて復習させる。
・本文で用いられた重要語法や表現を，空所問題を通じて定着させる。
	

	７時間目
	Activity (pp.136-137)
	・昨今の権利擁護やハラスメント問題等，時事的な問題を織り交ぜて指導する。
	




【観点別評価規準（案）】
	観　点
	評価規準
（①②③④…本文のパート番号　●…全体を通しての規準）

	関心・意欲・態度
	●教師の音声指導に対し，積極的に声を出して発話しようとしている。
●既習の英文知識を利用して，できる限り自分の力で英文を理解しようと努めている。また十分な復習をして新しい知識を覚えようとしている。
●登場人物の立場や心情を常に意識しながら，読み進める姿勢がある。

	表現の能力
	話すこと
	●意味の固まりごとに音読し，それを暗唱できる。
●日本語，英語のそれぞれの質問に対し，適切に答えることができる。
●本文に関する質問を自ら作成することができる。

	
	書くこと
	①SVOCを含む英文を正しく書くことができる。
②不定詞の受け身を含む英文を正しく書くことができる。
③疑問詞＋to不定詞を含む英文を正しく書くことができる。
④関係代名詞whatを含む英文を正しく書くことができる。
●各パートの内容を簡潔にまとめ上げることができる。
●ReviewやActivityの筆記問題に，適切な表現を用いて答えることができる。

	理解の能力
	聴くこと
	●音声だけで本文の内容を理解できる。
●英問英答，True or False?，Activityの設問に正しく答えることができる。
●SVOC，不定詞の受け身，疑問詞＋to不定詞，関係代名詞whatを含む英文を聞き取り，正しく理解することができる。

	
	読むこと
	●教師の指示に従って正しく本文を音読できる。
●強勢，リズム，イントネーション，区切りなどに注意して音読することができる。
●登場人物の立場や心情を常に意識しながら，感情を込めて朗読できる。
●Focus on Contents，Review，Activityの設問に対し，正確に読んで口頭で答えることができる。

	言語や文化についての知識・理解
	●このチャプターで学んだ内容を自分の問題として捉え，発表することができる。
●Part 3 で話題になっているアメリカの歴史の流れの変化について調べ，その問題点を理解している。




Chapter 4　 Communication Breakdown

【指導のポイント】
・登場人物のそれぞれの立場を認識し，各人の心情について理解させ，その違いを読み取らせる。
・分詞構文，不定詞の否定，仮定法過去，仮定法過去完了を用いた文を理解させる。さらに，それらを自分で用いながら表現させる。
・カタカナ語の発音，音読の際の英文の区切りに注意させる。
	時間
	箇所
	指導のポイント
	主な言語材料

	1時間目
	Part 1 (pp. 40-41)
	・語句の意味だけでなく，発音・アクセントを発音記号と共に定着させる。
・Judyの家で起こった出来事について読み取らせる。
	・Take a look at what happened
・the coffee spilled onto her treasured carpet, making a large stain
・That annoyed hear greatly.

	2時間目
	Part 2 (pp. 42-43)
	・語句の意味だけでなく，発音・アクセントを発音記号と共に定着させる。
・MickとJudyのやり取りの中で，具体的なアドバイスやMickがどういった行動を取ると話しているか読み取らせる。
	・look unhappy
・What’s the matter with you?
・He knocked it over,
・and buy one


	3時間目
	Part 3 (pp. 44-45)
	・語句の意味だけでなく，発音・アクセントを発音記号と共に定着させる。
・MickとJudyのそれぞれの心情について読み取らせる。
	・she might not be able to spend
・she decided not to marry him
・In fact, 
・he did not say anything

	4時間目
	Part 4 (pp.46-47)
	・語句の意味だけでなく，発音・アクセントを発音記号と共に定着させる。
・コミュニケーションで大切なことは何かについて読み取らせる。
	・Some ～, others ～
・If Judy and Mick had realized the differences～, they would not have broken up

	5時間目
	Review (p. 48)
	・本文に登場する単語の定義づけを通じて，英語を英語で考える基礎固めとする。
・本文の再読を通じて，単語単位の読みからフレーズ単位への読みへの移行を図る。
・空所を埋めながら，本文内容の再確認と要約問題に慣れさせる。
	

	6時間目
	Grammar & Expressions (p.49)
	・分詞構文，不定詞の否定，仮定法過去，仮定法過去完了を含む表現に対し，整序問題等を通じて復習させる。
・本文で用いられた重要語法や表現を，空所問題を通じて定着させる。
	

	7時間目
	Activity (pp.138-139)
	・
	






【観点別評価規準（案）】
	観　点
	評価規準
（①②③④…本文のパート番号　●…全体を通しての規準）

	関心・意欲・態度
	●教師の音声指導に対し，積極的に声を出して発話しようとしている。
●既習の英文知識を利用して，できる限り自分の力で英文を理解しようと努めている。また十分な復習をして新しい知識を覚えようとしている。
●登場人物の立場や心情を常に意識しながら，読み進める姿勢がある。

	表現の能力
	話すこと
	●意味の固まりごとに音読し，それを暗唱できる。
●日本語，英語のそれぞれの質問に対し，適切に答えることができる。
●本文に関する質問を自ら作成することができる。

	
	書くこと
	①分詞構文を含む英文を正しく書くことができる。
③不定詞の否定を含む英文を正しく書くことができる。
④仮定法過去，仮定法過去完了を含む英文を正しく書くことができる。
●各パートの内容を簡潔にまとめ上げることができる。
●ReviewやActivityの筆記問題に，適切な表現を用いて答えることができる。

	理解の能力
	聴くこと
	●音声だけで本文の内容を理解できる。
●英問英答，True or False?，Activityの設問に正しく答えることができる。
●分詞構文，不定詞の否定，仮定法過去，仮定法過去完了を含む英文を聞き取り，正しく理解することができる。

	
	読むこと
	●教師の指示に従って正しく本文を音読できる。
●強勢，リズム，イントネーション，区切りなどに注意して音読することができる。
●登場人物の立場や心情を常に意識しながら，感情を込めて朗読できる。
●Focus on Contents，Review，Activityの設問に対し，正確に読んで口頭で答えることができる。

	言語や文化についての知識・理解
	●このチャプターで学んだ内容を自分の問題として捉え，発表することができる。




Optional 1  Days with Rose

【指導のポイント】
・この物語で行動を起こすのは年をとった女性のローズである。彼女の発言からその考え方を理解させる。
・物語の中に描かれている大学生たちの行動から，彼らがいかにローズに深い愛情を感じていたかを理解させる。
	時間
	箇所
	指導のポイント
	主な言語材料

	１時間目
	Part 1 (p. 50)
	・語句の意味だけでなく，発音・アクセントを発音記号と共に定着させる。
・結果用法の不定詞，ＳＶＯＯ，関係代名詞のwhatなど，使用されている文法の理解を深める。
・筆者とRose の出会いがどのようなものであったかを理解させる。
	・challenged us to ～
・get to ～
・look［turn］ around
・give ～ a hug［a squeeze］
・get married
・I was curious about ～
・dream of ～

	２時間目
	Part 2 (p. 51)
	・語句の意味だけでなく，発音・アクセントを発音記号と共に定着させる。
・習慣を表す助動詞，複合関係副詞など，使用されている文法の理解を深める。
・筆者とローズの心情と行動を理解させる。
・大学におけるローズのあり方を理解させる。
	・become instant friends
・we would leave
・I was fascinated to ～
・over the course of the year
・wherever she went
・love to ～

	３時間目
	Part 3 (pp. 51-52)
	・語句の意味だけでなく，発音・アクセントを発音記号と共に定着させる。
・接続詞のas，受動態，動名詞，使役構文，分詞の理解を深める。
・ローズが学生たちに話をしたときの様子について理解を深める。
・ローズが学生たちに何を伝えようとしたかを理解させる。
	・we invited Rose to speak
・as she began to deliver
・She was frustrated and a little embarrassed
・This whisky is killing me
・let me just tell you
・She cleared her throat
・staying young, being happy and achieving success
・You've got to have a dream.
・We have so many people walking around
・Have no regrets.
・don't have regrets for what we did, but rather for things

	４時間目
	Part 4 (p. 53)
	・語句の意味だけでなく，発音・アクセントを発音記号と共に定着させる。
・関係代名詞，現在完了受動態など使用されている文法の理解を深める。
・ローズの死後，学生たちがどのような様子を見せたかを理解させる。
	・in tribute to ～
・in loving memory of ～

	５時間目
	The Rose (p. 54)
	・語句の意味だけでなく，発音・アクセントを発音記号と共に定着させる。
・詩の内容を理解させる。
・この物語を読んで，どのように感じたかを生徒同士に話し合わせる。
	・Some say love, it is a river that drowns the tender reed.
・afraid of breaking, that never learns to dance
・seem to give
・Lies the seed




【観点別評価規準（案）】
	観　点
	評価規準
（①②③④…本文のパート番号　●…全体を通しての規準）

	関心・意欲・態度
	●教師の音声指導に対し，積極的に声を出して発話しようとしている。
●１文１文を丁寧に読み，登場人物の心情や物語の背景を想像しようとしている。
●筆者や登場人物の心情を常に意識しながら読み進める姿勢がある。

	表現の能力
	話すこと
	●意味の固まりごとに音読し，それを暗唱できる。
●本課に関する質問を自ら作成し，英語で問うことができる。
●本課の内容に関して，英語で説明することができる。
●本課で学習した文法や会話表現を利用して，会話で使うことができる。

	
	書くこと
	●本課の内容についての質問に英語で答えを書くことや，知り得た情報を英語に直して書くことができる。
●各パートの内容を簡潔にまとめ上げることができる。
●本課で学習した英語表現を利用して，英文を書くことができる。

	理解の能力
	聴くこと
	●音声だけで本課の概要を理解できる。
●本課の内容についての英問を聴いて，内容を正しく理解できる。
●強勢，リズム，イントネーションに注意して聞き取り，登場人物の感情表現や意図を正しく理解できる。

	
	読むこと
	●教師の指示に従って正しく本文を音読できる。
●強勢，リズム，イントネーション，区切りなどに注意して音読することができる。
●筆者の立場や心情を常に意識しながら，感情を込めて朗読できる。

	言語や文化についての知識・理解
	●ローズがどのような人生観を持っていたかを理解できている。
●大学の生徒たちがローズによってどのように変わったかを自分の問題として捉え，発表することができる。
●和製英語を本来の英語に言い直すことができる。





Chapter 5　 Rise Again, Motala!

【指導のポイント】
・モターラという象に何が起こり，人々がどのように接したかを読み取らせる。
・モターラに起こった出来事を表にまとめ，それをもとに英語で説明させる。
・世界にある地雷の危険性を理解し，それを取り除くのがいかに困難であるか，また，それがいかに人々や動物にとって有害なものであるかを理解させる。
・関係代名詞の非制限用法，助動詞＋have ＋過去分詞，完了形の受け身，It costs 費用to do / It takes 時間to doを用いた文を理解させる。さらに，それらを自分で用いながら表現させる。
	時間
	箇所
	指導のポイント
	主な言語材料

	1時間目
	Part 1 (pp. 56-57)
	・語句の意味だけでなく，発音・アクセントを発音記号と共に定着させる。
・モターラがどのような事故にあったか，また，その後どうなったかを読み取らせる。
	・She had her left foot blown off.
・with Somwan’s help
・an elephant hospital, which was founded

	2時間目
	Part 2 (pp. 58-59)
	・語句の意味だけでなく，発音・アクセントを発音記号と共に定着させる。
・モターラが病院でどのような治療を受けたか，また，その後どのようになったかを読み取らせる。
	・I should have been more careful
・decided to perform an operation on her
・gave her a shot to put her to sleep
・they cut off her leg 30 centimeters below her knee

	3時間目
	Part 3 (pp. 60-61)
	・語句の意味だけでなく，発音・アクセントを発音記号と共に定着させる。
・手術後にモターラがどのように回復していったかを読み取らせる。
	・without sleeping
・Motala has been saved!
・He leaped for joy.
・Motala came to have a good appetite

	4時間目
	Part 4 (pp. 62-63)
	・語句の意味だけでなく，発音・アクセントを発音記号と共に定着させる。
・モターラの事故をもとに，現在世界に残されている地雷について知り，平和の大切さを読み取らせる。
	・Roughly speaking
・One landmine costs only about 400 yen
・It will take as long as 700 years to remove
・gets injured or killed by one
・there are wars going on

	5時間目
	Review (p. 64)
	・本文に登場する単語の定義づけを通じて，英語を英語で考える基礎固めとする。
・本文の再読を通じて，単語単位の読みからフレーズ単位への読みへの移行を図る。
・空所を埋めながら，本文内容の再確認と要約問題に慣れさせる。
	　

	6時間目
	Grammar & Expressions (p.65)
	・関係代名詞の非制限用法，助動詞＋have ＋過去分詞，完了形の受け身，It costs 費用to do / It takes 時間to doを含む表現に対し，音声・整序問題を通じて復習させる。
・本文で用いられた重要語法や表現を，空所問題を通じて定着させる。
	　

	７時間目
	Activity
(pp. 140-141)
	・本文の内容を時系列に読み取らせ，この課で学んだ表現などを元に，自分の考えをまとめさせる。
	　




【観点別評価規準（案）】
	観　点
	評価規準
（①②③④…本文のパート番号　●…全体を通しての規準）

	関心・意欲・態度
	●教師の音声指導に対し，積極的に声を出して発話しようとしている。
●既習の英文知識を利用して，できる限り自分の力で英文を理解しようと努めている。また十分な復習をして新しい知識を身につけようとしている。
●登場人物それぞれの立場や心情を常に意識しながら，読み進める姿勢がある。

	表現の能力
	話すこと
	●意味の固まりごとに音読し，それを暗唱できる。
●日本語，英語のそれぞれの質問に対し，適切に答えることができる。
●本文に関する質問を自ら作成することができる。

	
	書くこと
	①関係代名詞の非制限用法を含む英文を正しく書くことができる。
②助動詞＋have ＋過去分詞を含む英文を正しく書くことができる。
③完了形の受け身を含む英文を正しく書くことができる。
④It costs 費用to do / It takes 時間to doを含む英文を正しく書くことができる。
●各パートの内容を簡潔にまとめ上げることができる。
●ReviewやActivityの筆記問題に，適切な表現を用いて答えることができる。

	理解の能力
	聴くこと
	●音声だけで本文の内容を理解できる。
●英問英答，True or False?，Activityの設問に正しく答えることができる。
●関係代名詞の非制限用法，助動詞＋have ＋過去分詞，完了形の受け身，It costs 費用to do / It takes 時間to doを含む英文を聞き取り，正しく理解することができる。

	
	読むこと
	●教師の指示に従って正しく本文を音読できる。
●強勢，リズム，イントネーション，区切りなどに注意して音読することができる。
●登場人物それぞれの立場や心情を常に意識しながら，感情を込めて朗読できる。
●Focus on Contents，Review，Activityの設問に対し，正確に口頭で答えることができる。

	言語や文化についての知識・理解
	●このチャプターで学んだ内容を自分の問題として捉え，発表することができる。
●Part 4 で話題になっている，現在の社会に残されている戦争の後遺症および，平和の大切さについて考え，その問題点を理解している。





Chapter 6　 A Delicious Japanese Culture: Bento

【指導のポイント】
・外国人は日本の弁当を見てどのように感じているのかを読み取らせる。
・弁当の起源と歴史的変遷を読み取らせ，現在の進化した弁当へのつながりを意識させる。
・I wish ＋仮定法過去完了，助動詞を含む受け身，分詞の後置修飾，完了不定詞を用いた文を理解させる。さらに，それらを自分で用いながら表現させる。
	時間
	箇所
	指導のポイント
	主な言語材料

	1時間目
	Part 1 (pp. 68-69)
	・語句の意味だけでなく，発音・アクセントを発音記号と共に定着させる。
・日本人の働き手や学生の昼の胃袋を満たす弁当の特徴，外国人の弁当への感想，様々な市販弁当が販売されている現状を読み取らせる。
	・foreigners unfamiliar with Japanese culture
・That Bento looks so nice that ～
・I wish I could have had lunch ～
・In addition to the still popular seaweed Bento

	2時間目
	Part 2 (pp. 70-71)
	・語句の意味だけでなく，発音・アクセントを発音記号と共に定着させる。
・５世紀頃が起源とされる弁当から安土桃山時代頃の弁当までの変遷を読み取らせる。
	・Bento can be traced back
・as far as the fifth century
・It consisted of cooked and dried rice ～
・without further preparation
・after being rehydrated with ～

	3時間目
	Part 3 (pp. 72-73)
	・語句の意味だけでなく，発音・アクセントを発音記号と共に定着させる。
・江戸時代に始まるグルメ弁当，芝居愛好家が好む幕の内弁当，旅人が持参する腰弁当の内容を読み取らせる。
	・During the ～ Edo Period
・for theater patrons to eat ～
・It consisted of small rice balls wrapped in bamboo peels

	4時間目
	Part 4 (pp. 74-75)
	・語句の意味だけでなく，発音・アクセントを発音記号と共に定着させる。
・駅弁の発祥と学校での弁当禁止の経緯を理解させた上で，弁当の豊かな歴史への興味づけを図る。
	・“station Bento” is said to have been sold
・the gap between rich and poor widened
・thousands of different types of Bento

	5時間目
	Review (p. 76)
	・本文に登場する単語の定義づけを通じて，英語を英語で考える基礎固めとする。
・本文の再読を通じて，単語単位の読みからフレーズ単位への読みへの移行を図る。
・空所を埋めながら，本文内容の再確認と要約問題に慣れさせる。
	　

	6時間目
	Grammar & Expressions (p.77)
	・I wish ＋仮定法過去完了，助動詞を含む受け身，分詞の後置修飾，完了不定詞を使った表現に対し，音声・整序問題を通じて復習させる。
・本文で用いられた重要語法や表現を，空所問題を通じて定着させる。
	　

	７時間目
	Activity
 (pp.142-143)
	・食べたい弁当を自由に英語で表現させ，発表させる。
	　





【観点別評価規準（案）】
	観　点
	評価規準
（①②③④…本文のパート番号　●…全体を通しての規準）

	関心・意欲・態度
	●教師の音声指導に対し，積極的に声を出して発話しようとしている。
●既習の英文知識を利用して，できる限り自分の力で英文を理解しようと努めている。また十分な復習をして，新しい知識を覚えようとしている。
●弁当発祥時とその後の変遷を常に意識しながら，読み進める姿勢がある。

	表現の能力
	話すこと
	●意味のかたまりごとに音読し，それを暗唱できる。
●日本語，英語のそれぞれの質問に対し，適切に答えることができる。
●本文に関する質問を自ら作成することができる。

	
	書くこと
	①I wish ＋仮定法過去完了を含む英文を正しく書くことができる。
②助動詞を含む受け身を含む英文を正しく書くことができる。
③分詞の後置修飾を含む英文を正しく書くことができる。
④完了不定詞を含む英文を正しく書くことができる。
●各パートの内容を簡潔にまとめ上げることができる。
●ReviewやActivityの筆記問題に，適切な表現を用いて答えることができる。

	理解の能力
	聴くこと
	●音声だけで本文の内容を理解できる。
●英問英答，True or False?，Activityの設問に正しく答えることができる。
●動名詞の意味上の主語，無生物主語，未来進行形，進行形の受け身の文を聞き取り，正しく理解することができる。

	
	読むこと
	●教師の指示に従って正しく本文を音読できる。
●強勢，リズム，イントネーション，区切りなどに注意して音読することができる。
●Focus on Contents，Review，Activityの設問に対し，正確に口頭で答えることができる。

	言語や文化についての知識・理解
	●「Japanese Culture」の一端を示す弁当に興味を示し，発表することができる。
●今や食ビジネスにまで発展した弁当の現状について調べ，その文化的背景を理解している。






Chapter 7　 Palm Oil from Diamond Island

【指導のポイント】
・ダイヤモンド島でどのような問題が起きているのかを理解する。
・異なった立場の人々のそれぞれの考え方について理解する。
・問題解決を図る時に，よりふさわしいと思われる方法を自ら考え出す。
・動名詞の意味上の主語，無生物主語，未来進行形，進行形の受け身を理解させる。さらに，それらを自分で用いながら表現させる。
	時間
	箇所
	指導のポイント
	主な言語材料

	1時間目
	Part 1 (pp. 80-81)
	・語句の意味だけでなく，発音・アクセントを発音記号と共に定着させる。
・食品会社であるグリーンバレーが持つ考え方を読み取らせる。
	・we would like to hear
・Thanks to our efforts
・Demand for our products is increasing
・its cutting down trees

	2時間目
	Part 2 (pp. 82-83)
	・語句の意味だけでなく，発音・アクセントを発音記号と共に定着させる。
・動物保護団体であるアニマルガーディアンズと，地域の住民が持つ考え方を読み取らせる。
	・their destruction causes climate change
・What people all over the world worry about is ～
・people are concerned about climate change
・deforestation should be stopped
・more and more people want palm oil
・why don't we plant ～

	3時間目
	Part 3 (pp. 84-85)
	・語句の意味だけでなく，発音・アクセントを発音記号と共に定着させる。
・政府関係者の考え方を理解し，アニマルガーディアンズが賛成する内容を読み取らせる。
	・At the same time
・We will be suffering
・We agree with the government.
・they have been deprived of their habitats
・They are now on the endangered species list.

	4時間目
	Part 4 (pp. 86-87)
	・語句の意味だけでなく，発音・アクセントを発音記号と共に定着させる。
・地域の住民とアニマルガーディアンズとの意見対立を読み取らせる。
	・according to Animal Guardians
・Our lives are being destroyed
・It's true that ～
・get angry
・are in danger of extinction

	5時間目
	Review (p.88)

	・本文に登場する単語の定義づけを通じて，英語を英語で考える基礎固めとする。
・本文の再読を通じて，単語単位の読みからフレーズ単位への読みへの移行を図る。
・空所を埋めながら，本文内容の再確認と要約問題に慣れさせる。
	　

	6時間目
	Grammar & Expressions (p.89)
	・動名詞の意味上の主語，無生物主語，未来進行形，進行形の受け身について，音声・整序問題を通じて復習させる。
・本文で用いられた重要語法や表現を，空所問題を通じて定着させる。
	

	7時間目
	Activity
(pp. 144-145)
	・利害関係にある立場を順にこなすことを通じて，的確な英語表現を学習させる。
	　





【観点別評価規準（案）】
	観　点
	評価規準
（①②③④⑤…本文のパート番号　●…全体を通しての規準）

	関心・意欲・態度
	●教師の音声指導に対し，積極的に声を出して発話しようとしている。
●既習の英文知識を利用して，できる限り自分の力で英文を理解しようと努めている。また十分な復習をして新しい知識を覚えようとしている。
●登場人物ひとりひとりの立場や心情を常に意識しながら，読み進める姿勢がある。

	表現の能力
	話すこと
	●意味の固まりごとに音読し，それを暗唱できる。
●日本語，英語のそれぞれの質問に対し，適切に答えることができる。
●本文に関する質問を自ら作成することができる。

	
	書くこと
	①動名詞の意味上の主語を含む英文を正しく書くことができる。
②無生物主語を含む英文を正しく書くことができる。
③未来進行形を含む英文を正しく書くことができる。
④進行形の受け身を含む英文を正しく書くことができる。
●各パートの内容を簡潔にまとめ上げることができる。
●ReviewやActivityの筆記問題に，適切な表現を用いて答えることができる。

	理解の能力
	聴くこと
	●音声だけで本文の内容を理解できる。
●英問英答，True or False?， Activityの設問に正しく答えることができる。
●動名詞の意味上の主語，無生物主語，未来進行形，進行形の受け身の文を聞き取り，正しく理解することができる。

	
	読むこと
	●教師の指示に従って正しく本文を音読できる。
●強勢，リズム，イントネーション，区切りなどに注意して音読することができる。
●登場人物ひとりひとりの立場や考え方について意識しながら，正確に朗読できる。
●Focus on Contents，Review，Activityの設問に対し，正確に口頭で答えることができる。

	言語や文化についての知識・理解
	●このチャプターで学んだ内容を自分の問題として捉え，発表することができる。





Chapter 8　 I Made It!

【指導のポイント】
・坂本達がどのようなことを実行したのかを正確に読み取らせる。
・坂本達がその行動をするのに，何が必要であったかを読み取り，その意味について考える。
・世界にはまだ水も満足に得られないような地域があることを学び，坂本達がしたことの意義を考える。
・坂本達がなぜ夢を実現できたのか，その理由について考える。
・大過去，SVOC(C=原形不定詞)，強調構文，形容詞＋to不定詞を用いた文を理解させる。さらに，それらを自分で用いながら表現させる。
	時間
	箇所
	指導のポイント
	主な言語材料

	1時間目
	Part 1 (pp. 92-93)
	・語句の意味だけでなく，発音・アクセントを発音記号と共に定着させる。
・坂本達がギニアで病気になり，医師に助けられた様子を読み取らせる。
	・saved me with the last medicine
・It will take you a lot of time to get the medicine.
・what if someone gets
・I tried to give Cherif money for the treatment and food he had given me
・he would not accept it
・I asked him to accept the money

	2時間目
	Part 2 (pp. 94-95)
	・語句の意味だけでなく，発音・アクセントを発音記号と共に定着させる。
・坂本達が多くの善良な人々と出会った様子を読み取らせる。
	・some let me stay with them for a night or two; others took good care of me
・they would not accept it
・I wondered how I should repay
・who had helped me
・many people in Guinea suffer from malaria and dysentery
・if we had a well

	3時間目
	Part 3 (pp. 96-97)
	・語句の意味だけでなく，発音・アクセントを発音記号と共に定着させる。
・坂本達が親切にしてくれた人々に対して，どのようなことを実行したかを読み取らせる。
	・The village where Cherif was born
・help the people there dig one
・It was in 2005 that the well was completed
・If I had a clinic

	4時間目
	Part 4 (pp. 98-99)
	・語句の意味だけでなく，発音・アクセントを発音記号と共に定着させる。
・坂本達さんが夢を実現できた理由について読み取らせる。
	・At first, my projects were dreams that were difficult to realize
・my dreams have come true
・As a result

	5時間目
	Review(p. 100)
	・本文に登場する単語の定義づけを通じて，英語を英語で考える基礎固めとする。
・本文の再読を通じて，単語単位の読みからフレーズ単位への読みへの移行を図る。
・空所を埋めながら，本文内容の再確認と要約問題に慣れさせる。
	　

	6時間目
	Grammar & Expressions (p.101)
	・大過去，SVOC(C=原形不定詞)，強調構文，形容詞＋to不定詞を用いた文について，音声・整序問題を通じて復習させる。
・本文で用いられた重要語法や表現を，空所問題を通じて定着させる。
	　

	7時間目
	Activity(pp. 150-151)
	・インタビューをする側とされる側の軽妙なやり取りを通じて，英語のリズム感に慣れさせる。
	　




【観点別評価規準（案）】
	観　点
	評価規準
（①②③④⑤…本文のパート番号　●…全体を通しての規準）

	関心・意欲・態度
	●教師の音声指導に対し，積極的に声を出して発話しようとしている。
●既習の英文知識を利用して，できる限り自分の力で英文を理解しようと努めている。また十分な復習をして新しい知識を覚えようとしている。
●登場人物ひとりひとりの立場や心情を常に意識しながら，読み進める姿勢がある。

	表現の能力
	話すこと
	●意味の固まりごとに音読し，それを暗唱できる。
●日本語，英語のそれぞれの質問に対し，適切に答えることができる。
●本文に関する質問を自ら作成することができる。

	
	書くこと
	①大過去を含む英文を正しく書くことができる。
②SVOC(C=原形不定詞)を含む英文を正しく書くことができる。
③強調構文を含む英文を正しく書くことができる。
④形容詞＋to不定詞を含む英文を正しく書くことができる。
●各パートの内容を簡潔にまとめ上げることができる。
●ReviewやActivityの筆記問題に，適切な表現を用いて答えることができる。

	理解の能力
	聴くこと
	●音声だけで本文の内容を理解できる。
●英問英答，True or False?，Activityの設問に正しく答えることができる。
●大過去，SVOC(C=原形不定詞)，強調構文，形容詞＋to不定詞を含む英文を聞き取り，正しく理解することができる。

	
	読むこと
	●教師の指示に従って正しく本文を音読できる。
●強勢，リズム，イントネーション，区切りなどに注意して音読することができる。
●登場人物ひとりひとりの立場や心情を常に意識しながら，感情を込めて朗読できる。
●Focus on Contents，Review，Activityの設問に対し，正確に口頭で答えることができる。

	言語や文化についての知識・理解
	●このチャプターで学んだ内容を自分の問題として捉え，発表することができる。
●Part 1で話題になっている，他の人々と協力することや，他の人のために自分ができることについて，生徒自身の環境の中で調べ，考えさせる。





Optional 2  Christmas

【指導のポイント】
・この物語で行動を起こすのは筆者の父である。彼の行動の理由や意味を考える。またその行動が筆者にどのような影響を与えているのかも考えさせる。
・物語の文化的な背景を調べさせ，広い知識を身に付けさせる。
・物語を精緻に描写するため，副詞や前置詞が効果的に使用されている。句動詞や熟語として暗記するのではなく，副詞や前置詞の根本的な意味を理解させる。
・会話特有の省略やくだけた表現が多く見られるため，それらをしっかり理解させる。
	時間
	箇所
	指導のポイント
	主な言語材料

	１時間目
	Part 1 (p. 102)
	・語句の意味だけでなく，発音・アクセントを発音記号と共に定着させる。
・過去完了，接続詞，分詞構文など使用されている文法の理解を深める。
・登場人物たちにとって教会（礼拝）やクリスマスがどのような意味を持つのかという文化的背景を理解させる。
	・as my sister Jill and I ran out of the church
・eager to get home
・the presents that Santa had left for us
・a gas station where ～
・noticed a family standing ～
・I wondered briefly why ～
・Once we got home
・there was barely time to enjoy our presents
・I noticed that the family was still there

	２時間目
	Part 2 (p. 103)
	・語句の意味だけでなく，発音・アクセントを発音記号と共に定着させる。
・筆者の父の心情と行動を考えさせる。
・雨の中に立っている家族の事情を読み取らせる。
	・The closer we got to ～, the slower the car went.
・I can't stand it!
・They've got
・I saw that ～
・The man said that they were.
・～ Birmingham, where he had a brother ～

	３時間目
	Part 3 (p. 104)
	・語句の意味だけでなく，発音・アクセントを発音記号と共に定着させる。
・間接話法の理解を深める。
・筆者の父の心情と行動を考えさせる。
・筆者の父が車に乗せてあげた子どもたちについた嘘とその効果について考えさせる。
	・Why don't you all get in the car and I'll run you up there?
・he waved his hand for his family to come
・no baggage
・asked the children if Santa had found them yet
・gave him their answer
・I didn't think so
・he told me that ～
・was having trouble finding ～
・We'll just go get them

	４時間目
	Part 4 (p. 105)
	・語句の意味だけでなく，発音・アクセントを発音記号と共に定着させる。
・プレゼントにとびつく３人の子どもたちの反応と，それを見た筆者の気持ちを理解させる。
・筆者の家族の心情と行動を考えさせる。
	・ran through the front door and straight to ～
・the toys that were spread out ～
・I remember that ～
・the Christmas when ～
・the joy of making others happy
・gave the girl Jill's only sweater to wear
・invited them to join us
・at our grandparents'
・talk them into coming

	５時間目
	Part 5 (p. 106)
	・語句の意味だけでなく，発音・アクセントを発音記号と共に定着させる。
・筆者の父の心情と行動を考えさせる。
・筆者の家庭の経済状況を考えさせる。
・この物語を読んで，どのように感じたかを生徒同士に話し合わせる。
	・on the way to ～
・Thanks for asking.
・two dollars, which was all he had left ～
・tried to give it back
・I've been completely without money before
・I know what it's like when ～
・as long as I could




【観点別評価規準（案）】
	観　点
	評価規準
（①②③④⑤…本文のパート番号　●…全体を通しての規準）

	関心・意欲・態度
	●教師の音声指導に対し，積極的に声を出して発話しようとしている。
●１文１文を丁寧に読み，登場人物の心情や物語の背景を想像しようとしている。
●筆者や登場人物の心情を常に意識しながら，読み進める姿勢がある。

	表現の能力
	話すこと
	●意味の固まりごとに音読し，それを暗唱できる。
●本課に関する質問を自ら作成し，英語で問うことができる。
●本課の内容に関して，英語で説明することができる。
●本課で学習した文法や会話表現を利用して，会話で使うことができる。

	
	書くこと
	●本課の内容についての質問に英語で答えを書くことや，知り得た情報を英語に直して書くことができる。
●各パートの内容を簡潔にまとめ上げることができる。
●本課で学習した英語表現を利用して，英文を書くことができる。

	理解の能力
	聴くこと
	●音声だけで本課のおおまかな概要を理解できる。
●本課の内容についての英問を聴いて，内容を正しく理解できる。
●音調，リズム，イントネーションに注意して聞き取り，登場人物の感情表現や意図を正しく理解できる。

	
	読むこと
	●教師の指示に従って正しく本文を音読できる。
●強勢，リズム，イントネーション，区切りなどに注意して音読することができる。
●筆者の立場や心情を常に意識しながら，感情を込めて朗読できる。

	言語や文化についての知識・理解
	●教会に通う人にとって，クリスマスがどのような意味を持つのかを理解できている。
●筆者が経験から学んだthe joy of making others happy を自分の問題として捉え，発表することができる。
●英語を本来の英語に言い直すことができる。





Chapter 9　 If I Hadn’t Met…

【指導のポイント】
・未来を変える偶然の出会いはだれにでも起こりうることを読み取らせ，日常における人との出会いを大切にする意識を持たせる。
・前置詞＋関係代名詞，関係副詞の非制限用法，付帯状況を表すwith，形式目的語itを用いた文を理解させる。さらに，それらを自分で用いながら表現させる。
・声の調子，イントネーション，発音時の強勢の置き方などに着目させる。
	時間
	箇所
	指導のポイント
	主な言語材料

	1時間目
	Part 1 (pp. 108-109)
	・語句の意味だけでなく，発音・アクセントを発音記号と共に定着させる。
・本文の筆者は誰と，どのように出会ったのかを読み取らせる。
	・not only famous people's futures but also ordinary people's futures
・found her standing in front of me
・From that day on
・This was the chance meeting by which we started a new custom.
・came to talk with each other on our way to school
・looked forward to talking with her

	2時間目
	Part 2 (pp. 110-111)
	・語句の意味だけでなく，発音・アクセントを発音記号と共に定着させる。
・少女の語る夢と，それを聞いた筆者の感情を読み取らせる。
	・tell the truth
・Strangely
・the moment I said so
・a teacher’s college, where we would be able to learn
・until the time when we had to leave school
・could hardly wait for Monday afternoon to come

	3時間目
	Part 3 (pp. 112-113)
	・語句の意味だけでなく，発音・アクセントを発音記号と共に定着させる。
・高校生の二人は，夢を実現させるためにどのくらい努力をしたか，また，その努力は実を結んだのかを読み取らせる。
	・ranked in the top 15 out of 50 students
・catch up with her
・We were sure to pass ～
・so poor that they couldn't send ～
・left her dream to me
・with tears in her eyes

	4時間目
	Part 4 (pp. 114-115)
	・語句の意味だけでなく，発音・アクセントを発音記号と共に定着させる。
・夢を託された筆者はその後どうしたのかを読み取らせる。また，彼は少女との出会いをどのように考えているかを読み取らせる。
	・I felt it impossible to realize the dream by myself
・quit teaching
・have gotten acquainted with
・I have been trying to realize our dream since then
・If I had not met her, I would not have studied so hard.
・many more people

	5時間目
	Review (p. 116)
	・本文に登場する単語の定義づけを通じて，英語を英語で考える基礎固めとする。
・本文の再読を通じて，単語単位の読みからフレーズ単位への読みへの移行を図る。
・空所を埋めながら，本文内容の再確認と要約問題に慣れさせる。
	　

	6時間目
	Grammar & Expressions (p.117)
	・前置詞＋関係代名詞，関係副詞の非制限用法，付帯状況を表すwith，形式目的語itを使った表現に対し，音声・整序問題を通じて復習させる。
・本文で用いられた重要語法や表現を，空所問題を通じて定着させる。
	

	7時間目
	Activity (pp. 148-149)
	・インタビューをする側とされる側の軽妙なやり取りを通じて，英語のリズム感に慣れさせる。
	　




【観点別評価規準（案）】
	観　点
	評価規準
（①②③④⑤⑥…本文のパート番号　●…全体を通しての規準）

	関心・意欲・態度
	●教師の音声指導に対し，積極的に声を出して発話しようとしている。
●既習の英文知識を利用して，できる限り自分の力で英文を理解しようと努めている。また十分な復習をして新しい知識を覚えようとしている。
●登場人物ひとりひとりの立場や心情を常に意識しながら，読み進める姿勢がある。

	表現の能力
	話すこと
	●意味の固まりごとに音読し，それを暗唱できる。
●日本語，英語のそれぞれの質問に対し，適切に答えることができる。
●本文に関する質問を自ら作成することができる。

	
	書くこと
	①前置詞＋関係代名詞を含む英文を正しく書くことができる。
②関係副詞の非制限用法を含む英文を正しく書くことができる。
③付帯状況を表すwithを含む英文を正しく書くことができる。
④形式目的語itを含む英文を正しく書くことができる。
●各パートの内容を簡潔にまとめ上げることができる。
●ReviewやActivityの筆記問題に，適切な表現を用いて使って答えることができる。

	理解の能力
	聴くこと
	●音声だけで本文の内容を理解できる。
●英問英答，True or False?　 Activityの設問に正しく答えることができる。
●前置詞＋関係代名詞，関係副詞の非制限用法，付帯状況を表すwith，形式目的語itを含む英文を聞き取り，正しく理解することができる。

	
	読むこと
	●教師の指示に従って正しく本文を音読できる。
●強勢，リズム，イントネーション，区切りなどに注意して音読することができる。
●登場人物ひとりひとりの立場や心情を常に意識しながら，感情を込めて朗読できる。
●Focus on Contents，Review，Activityの設問に対し，正確に読んで口頭で答えることができる。

	言語や文化についての知識・理解
	●人との出会いについて自分の体験を元に，発表することができる。
●Part 2 以降で話題になる日本の英語教育の現状について調べ，その問題点を理解している。



Chapter 10　 Silk Leaf

【指導のポイント】
・Julianの発明品について，その特徴を読み取らせ，そこから考えられる問題点や将来生について理解させる。
・The problem is that S’＋V’，接続詞as，助動詞could（ひかえめな表現），未来完了形を用いた文を理解させる。さらに，それらを自分で用いながら表現させる。
・英文の区切り，米語英語の音の違い，カタカナ語の発音，母音の音などに注意させる。
	時間
	箇所
	指導のポイント
	主な言語材料

	1時間目
	Part 1 (pp. 120-121)
	・語句の意味だけでなく，発音・アクセントを発音記号と共に定着させる。
・Julianが主張していることや彼の発明品について理解させる。
	・With the help of light
・turns water and CO2 into sugars and oxygen
・The problem is that once you take them
・He claims that

	2時間目
	Part 2 (pp. 122-123)
	・語句の意味だけでなく，発音・アクセントを発音記号と共に定着させる。
・Julianのプレゼンテーション内容からSilk Leafの仕組みについて理解させる。
	・transform this, using light, into oxygen
・This is thanks to
・as a leaf does

	3時間目
	Part 3 (pp. 124-125)
	・語句の意味だけでなく，発音・アクセントを発音記号と共に定着させる。
・Silk Leafの特徴や，使用例について読み取らせる。
	・was to use
・out of ～
・In addition,
・it could be used for 

	4時間目
	Part 4 (pp.126-127)
	・語句の意味だけでなく，発音・アクセントを発音記号と共に定着させる。
・NASAが必要としているものは何か，また，Silk Leafの可能性についても読み取らせる。
	・As you know
・could also be used for
・let humans live
・His artificial plant will have provided solutions

	5時間目
	Review 
(p. 128)
	・本文に登場する単語の定義づけを通じて，英語を英語で考える基礎固めとする。
・本文の再読を通じて，単語単位の読みからフレーズ単位への読みへの移行を図る。
・空所を埋めながら，本文内容の再確認と要約問題に慣れさせる。
	

	6時間目
	Grammar & Expressions (p.129)
	・The problem is that S’＋V’，接続詞as，助動詞could（ひかえめな表現），未来完了形を含む表現に対し，整序問題等を通じて復習させる。
・本文で用いられた重要語法や表現を，空所問題を通じて定着させる。
	

	7時間目
	Activity (pp.150-151)
	・発明品についての音声が正しく聞き取れているか確認する。
・それぞれの問題点とその解決法について読みとらせる。
	



【観点別評価規準（案）】
	観　点
	評価規準
（①②③④…本文のパート番号　●…全体を通しての規準）

	関心・意欲・態度
	●教師の音声指導に対し，積極的に声を出して発話しようとしている。
●既習の英文知識を利用して，できる限り自分の力で英文を理解しようと努めている。また十分な復習をして新しい知識を覚えようとしている。
●登場人物の立場や心情を常に意識しながら，読み進める姿勢がある。

	表現の能力
	話すこと
	●意味の固まりごとに音読し，それを暗唱できる。
●日本語，英語のそれぞれの質問に対し，適切に答えることができる。
●本文に関する質問を自ら作成することができる。

	
	書くこと
	①The problem is that S’＋V’を含む英文を正しく書くことができる。
②接続詞asを含む英文を正しく書くことができる。
③助動詞could（ひかえめな表現）を含む英文を正しく書くことができる。
④未来完了形を含む英文を正しく書くことができる。
●各パートの内容を簡潔にまとめ上げることができる。
●ReviewやActivityの筆記問題に，適切な表現を用いて答えることができる。

	理解の能力
	聴くこと
	●音声だけで本文の内容を理解できる。
●英問英答，True or False?，Activityの設問に正しく答えることができる。
●The problem is that S’＋V’，接続詞as，助動詞could（ひかえめな表現），未来完了形を含む英文を聞き取り，正しく理解することができる。

	
	読むこと
	●教師の指示に従って正しく本文を音読できる。
●強勢，リズム，イントネーション，区切りなどに注意して音読することができる。
●登場人物の立場や心情を常に意識しながら，感情を込めて朗読できる。
●Focus on Contents，Review，Activityの設問に対し，正確に読んで口頭で答えることができる。

	言語や文化についての知識・理解
	●Silk Leafのような発明品に考えられる問題点や，将来性について，身のまわりに同じような例がないか考えさせ，それらについて発表することができる。
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